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   は、「心と行動がともなった子どもを育てたい」という思いを「笑顔とやる気にあふれた

子どもの育成」という研究主題に込めて、道徳科と特別活動を核とした研究を進めています。大規模校

の強みを生かし、若手教員の育成も念頭に置きながら、教職員が一体となって取り組んでいます。 
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 明けましておめでとうございます。東部教育局は、子どもたちの健やかな成長を願い、直面する教育

課題に対して市町教育委員会と協働、学校と連携し、気持ちを新たに取り組む所存でございます。本年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、平成３０年度もいよいよ最終段階となりました。本年度の振り返りとともに、来年度に向けた

新たな「挑戦」の準備の時です。振り返りでは、教育目標の達成できたこと、できなかったことを明ら

かにし、できなかった原因の分析をもとに、できなかった理由だけではなく、できるためにはどのよう

な手をどのように打つのか、アイデアをチームの力で捻出していくことが大切です。 

最近よく「リフレーミング」という言葉を聞きます。「リフレーミング」とは、「ある事実に対して

与えている意味づけを変え、異なる見方で捉え直すこと（「三省堂 大辞林」より）」です。これまでの枠組み

を外して発想をポジティブなものに転換し、捉え直すことで、解決策や新しいアイデアが生まれるので

はないでしょうか。 

個のもてる力を集結させ、組織の力をもって、未来志向で発想を転換し「挑戦」

し続けたいものです。 
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 ǋ Ǟǭǋǖ 

   美保小学校は、２６学級の大規模校ですが、担任外の教員も研究授業を行い、指導力向上に努めています。

めざす子ども像の実現のために、取り組む教職員の意気込みが揃うと、学校を動かす力も大きなものとなりま

す。全職員が参加できる研究体制を構築することは、職員の主体性や協働性を育むと同時に、研究主題の具現

化が促進され、結果として、子どもたちが安心して学び合える学校を創ることにつながっていきます。 
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 通級指導教室は、障がいによる学習上または生活上の困難の改善・克服を目的とした指導を、児童生徒

の教育的ニーズに応じて行う教室ですが、その指導内容が通常学級での学習や生活に生かされることがと

ても大切です。そして、そのためには、通常学級と通級指導教室との密な連携が欠かせません。指導目標

に基づいて互いの役割を確認し、それぞれの学びの場でどのような指導を行っていくのかを共通理解し、

実践していくことが求められています。 
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 通級指導教室担当者と通常学級担任

の連携は、機を逸せず、こまめに行って

いくことが大切です。学びの連続性を意

識して取り組んでいきましょう！ 

 

 通級指導教室における学びを、日々の学習や生活の中で活用し定着させていくのは、通常学級担任の役目で

す。通級による指導は、通常学級との連携プレーがあってこそ、その効果が高まります。また、上記の実践例

のように、通級指導教室で行われている指導方法や教材・教具等の工夫は、通常学級に在籍する特別な支援を

必要とする児童生徒へも有効です。通級指導教室に蓄積されている指導方法の工夫等を自校に取り入れ、それ

ぞれの学校における支援の充実を図りましょう。 
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保護者からの感想 
・ついついダメと叱ってしまい、子どもを認める言葉かけや行動を 
 もっとしていくことが必要だと思いました。 
・怒ることはよくあるけれど、褒めていないなと改めて感じました。 
 褒める、一緒に何かするということを増やしていきたいです。 
・子どもへの声かけ、対応、共感、傾聴を心がけていますが、兄弟 
 がいて…、家事をして…となるとなかなか難しいですが、改めて 
 言葉かけの大切さを確認できました。 
 

教職員からの感想 
・普段話す機会のない保護者ともコミュニケーションができてよか 
 ったです。 
・学校では見えない家での様子を伺うことができました。 
・クラスの子の顔を思い浮かべながら考えることができました。 
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 県教育委員会では 充実したＰＴＡ研修会となるようファシリテーター（進行役）派遣事業を行っていま
す。県教育委員会が作成した とっとり子育て親育ちプログラム 人権教育プログラム綴 を使い ファシリ
テーターの進行のもと 今年度もたくさんの園や学校で研修会を行っています 話を聞くだけの研修会では
なく 具体的な事例をもとにみんなと楽しく話し合える参加型の研修であり 保護者同士の学びのほかに仲
間づくりも行えます 人権教育プログラム綴」を活用した賀露小学校の研修会を例に紹介します  

賀露小学校ＰＴＡ人権教育部主催の研修会より 

      「今、子どもに伝えたいこと」（自尊感情を育む） 

ȠȢȷɔɪȢȭ 
 緊張をほぐすために、じゃん

けんゲームをする。自己紹介も

しながら行う。 

ȠȭɄȡɑɄȡ 
 エピソードを話しながら付箋

を模造紙に貼っていく。 

͈ ǵ ǒȐǵȦɒȻɶɇ 
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ȠȭɄȡɑɄȡ 
 出したエピソードに対して、どんな言葉

かけをしたのか付箋に書き、模造紙に貼る。 
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ȠȭɄȡɑɄȡ 
 模造紙に貼られた言

葉かけから自尊感情を

育む言葉を探す。  

ȠȭɄȡɑɄȡ 
 他のグループの意見を見て

回り、いいなと思う言葉かけ

にシールを貼る。 

㋐ ㋑ ㋒ 

㋓ ȠȭɄȡɑɄȡ 

 ６つの表情から思い浮かぶわが

子のエピソードを付箋に書く。 

㋔ ㋕ 

ȅǯȈ 

 「とっておきの言葉」

（明日から使ってみた

い言葉）をグループで考

え、ファシリテーターが

まとめる。 
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